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豊田地域医療センター訪問リハビリには4名のセラピストが活躍しています。
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ご存知ですか？ 
「訪問リハビリ」

退院後の生活がちょっと心配で
もう少しリハビリがしたい。

自宅環境の調整や介助動作
指導、複数回の訪問など、介護
者の不安や心配の解消を支援
します。

福祉用具の使い方や
介助の仕方がわからない。

介護用リフトのような福祉用具
を使用する際、介護者の心配や
不安を解消し、介助・操作方法
指導などを支援します。

家の中で出来ることを増やしたい。
歩いてトイレに行きたい。 

「歩いてトイレに行きたい」とい
う具体的な目標を設定し、課題
を一緒に考え、支援します。

指に力が入らなくてリモコンがうまく使えない。
なんとか一人で起きたい。 

手指の変形がある場合でも、
自助具の製作から考え、実際に
使用して動作が円滑に行えるよ
うに支援します。

近くのコンビニへ行って
自分で買い物がしたい。

実生活の場で訓練を行い、家庭や地域の役割を果たすため、
自信が持てるように支援します。

旅行に行きたい。そのための練習！ 

定期的な旅行を行うため、呼吸
器を装着した方でも車椅子乗車
の訓練や状態に合わせて支援
します。

「大好物のアイスを自分で買いたい」
その思いを叶えました。

自宅環境を考慮した外出方法
や介助方法の検討を行い、安全
に行える動作方法を提案し、支援
します。

etc. 末期がんの方、小児、若年の方のリハビリも行っています。

に行える動作方法を提案し、支援
します。します。
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当センターでは、藤田医科大学、トヨタ自動車、
豊田加茂医師会、豊田市と協定を結び、 IoT、
モビリティなどの先進技術を活用しています。

※厚生労働大臣が定める疾病等（別表7、８）
（例：末期がん、パーキンソン病、呼吸器を
つけた方など）の利用者様は訪問看護
ステーションからの訪問リハビリにてサー
ビスを提供させて頂きます。同じスタッフ
がお伺いします。

※厚生労働大臣が定める疾※厚生労働大臣が定める疾
（例：末期がん、パーキン
つけた方つけた方など）のなど）の利用者様利用者様

リハビリ開始！

訪問リハビリご利用のながれ

介護保険を
利用

医療保険を
利用

担当ケアマネジャー
から主治医へ確認

本人・家族から
主治医へ相談

診療情報提供書を
医療センターへ

医療保険も介護保険も同じ流れ

主治医が
医療センター
の場合

主治医が
医療センター
以外の場合

主治医診察 医療センター医師診察

ー 注意！ ー
※［医療保険］1か月毎に診療
情報提供書とセンター医師
の診療が必要。

※［介護保険］3か月毎に診療
情報提供書とセンター医師
の診療が必要。

ご自宅でより長く安定した快適な生活を送る為に、
在宅生活での不安解消やスムーズな地域参加に向けての
お手伝いをさせて頂きます。

どんな病気の方でも支えます！

▶こんな悩みや願いを持っていませんか？

表7、８）表7、８）
呼吸器を

は訪問看護
てサー

。同じスタッフ

ホットパック

4点杖

固定型歩行器

握力計

先進技術の活用
モフトレとは、腕時計型の

センサーを利用して、タブレット
と連動し、運動のデータを把握、
体力維持・トレーニングに
役立てるものです。

［モフトレの活用］


